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新
年
度
を
前
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委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に
あ
た
り
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
農
業
者
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
委
員
会
の
活
動
に
対
し
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
は
、
春
先
の
干
ば
つ
、
強
風
に
よ
る

被
害
や
低
温
、
長
雨
と
そ
の
後
の
夏
場
に
は

異
常
な
高
温
と
、
様
々
な
異
常
気
象
の
中
に

お
い
て
も
秋
の
収
穫
作
業
は
順
調
に
終
え

る
事
が
で
き
、
ま
た
十
勝
管
内
系
統
農
協
の

総
売
り
上
げ
が
３
５
０
０
億
円
を
超
え
た

事
は
農
業
者
の
努
力
の
賜
物
で
す
。 

し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
世
界
の
経
済
の
影
響

な
の
か
肉
類
の
小
売
価
格
低
迷
に
よ
っ
て
、

牛
の
個
体
販
売
が
全
て
の
種
で
下
が
り
つ

つ
あ
る
の
が
気
に
掛
か
る
と
こ
ろ
で
す
。 

本
町
の
農
家
戸
数
は
既
に
３
０
０
戸
を

割
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
減
る
事
が
予
想 

さ
れ
ま
す
。
後
々
に
残
っ
た
担
い
手
の
皆
様

に
、
い
か
に
し
て
そ
の
畑
を
再
配
分
さ
れ
る

の
か
、
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
様
に
思
え
ま

す
。
ま
ず
は
、
各
自
身
に
お
け
る
将
来
の
経

営
規
模
を
念
頭
に
お
い
て
、
一
段
階
上
の
経

営
を
目
指
し
準
備
を
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
生
産
資
材
、
肥
料
、
家
畜
の
飼
料
、
そ

し
て
高
価
格
と
な
っ
た
農
作
業
機
等
の
経

費
を
ど
う
抑
え
る
か
が
問
題
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
国
は
色
々
と
政
策
（
補
助
金
を
含
む
）

を
出
し
ま
す
が
、
畑
作
、
畜
産
問
わ
ず
先
行

き
が
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
は
農
業
委
員
会
の
新
制
度
の
下
、
２

度
目
の
改
選
を
迎
え
ま
す
。
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
た
方
々
は
、
頑
張
っ
て
頂
く
様
心
か

ら
望
み
ま
す
。
併
せ
て
行
政
委
員
で
あ
る
農

業
委
員
は
、
公
平
公
正
な
職
務
遂
行
を
求
め

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
の
暮
れ
か
ら
温
暖
な
日
々
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
２
月
に
入
っ
て
本
来
の
冬

の
様
相
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
が
低
い
日
も

あ
り
ま
す
し
、
昨
年
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は

充
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

結
び
に
、
農
業
者
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

本別町賃借料情報 

 平成 21年の農地法改正により、標準小作料は廃止され、農地法第 52条の規定に基づき農業委員会が農地

の賃借料情報を提供することとなっています。 

 農地法第３条、農業経営基盤強化促進法及び農地中間管理事業で賃借された本別町の実勢賃借料を集計しま

したので、賃借料の判断材料としてご活用ください。 

Ｈ３１年 1 月～Ｒ１年 12 月に許可・公告した賃借料水準 

 最高金額 最低金額 平均金額 契約件数 

第１地帯 16,600 円（9,180 円） 410 円（3,310 円） 7,970 円（7,330 円） 30 件（14 件） 

第２地帯 12,200 円（6,980 円） 5,000 円（6,150 円） 7,360 円（6,710 円） 20 件（4 件） 

第３地帯 11,000 円（6,090 円） 4,240 円（6,090 円） 7,390 円（6,100 円） 9 件（1 件） 

牧草専用地帯 1,850 円（なし） 1,850 円（なし） 1,850 円（なし） 1 件（なし） 

※金額は算出結果の 10 円未満を四捨五入しています。 

※各地帯の詳細については農業委員会へご確認ください。 

※括弧内は農業経営基盤強化促進法及び農地中間管理事業で賃貸された分です。 

 

 

金額は全て 10aあたりです。 



  

①
十
勝
農
委
連
講
演
会 

「
ス
マ
ー
ト
農
業
で
変
わ
る 

十
勝
農
業
の
未
来
」 

 

 

令
和
元
年
11
月
15
日
、
帯
広
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
て
北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究

院
准
教
授
の
岡
本
博
史
氏
を
招
い
て
講
演
が

あ
っ
た
。 

        

岡
本
氏
は
北
海
道
大
学
の
「
ビ
ー
グ
ル
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
室
」
に
所
属
し
、
農
業
生

産
の
情
報
化
と
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
画
像
解
析
に

よ
る
生
物
環
境
の
セ
ン
シ
ン
グ
等
の
研
究
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。 

 

近
年
の
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
な
ど
、
労

働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
日
本
の
先
端

技
術
を
活
用
し
、
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

「
ロ
ボ
ッ
ト
化
」
と
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
匠
の

技
を
デ
ー
タ
化
し
て
「
情
報
化
」
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
の
お
話
し
だ
っ

た
。 

②
十
勝
東
部
地
区
農
委
連
研
修
会 

11
月
25
日
に
東
部
６
町
に
よ
る
研
修
が

本
別
地
区
担
当
で
開
か
れ
、
北
海
道
立
農
業

大
学
校
の
概
要
説
明
を
受
け
た
。 

農
業
大
学
校
の
設
備
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

農
業
を
平
成
28
年
か
ら
、
自
動
操
舵
や
圃
場

マ
ッ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
積

極
的
に
導
入
し
、
省
力
化
に
向
け
必
要
な
知

識
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
。 

後
継
者
の
育
成
だ
け
の
場
で
は
な
く
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
農
業
研
修
、
一
般
農
業
者
の
作

業
免
許
（
玉
掛
け
技
能
、
ガ
ス
、
ア
ー
ク
溶

接
な
ど
）
の
取
得
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。 

               

③
農
地
・
振
興
部
会
合
同
管
外
研
修 

12
月
２
日
～
３
日
の
２
日
間
に
か
け
て
、

農
地
部
会
お
よ
び
振
興
部
会
合
同
の
管
外
研

修
が
行
わ
れ
、
由
仁
町
、
札
幌
市
、
苫
小
牧

市
に
て
研
修
を
受
け
た
。 

 由
仁
町
縁
結
び
協
議
会
の
取
り
組
み 

後
継
者
の
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
係
る
実
情

や
課
題
を
把
握
し
、
希
望
す
る
町
民
に
多
く

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
、

「
由
仁
町
縁
結
び
協
議
会
」
を
平
成
28
年
11

月
に
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
縁
結
び
相
談
員
（
11

人
）
な
ど
で
構
成
し
設
立
し
た
。 

 

縁
結
び
協
議
会
は
、
総
会
や
連
絡
会
議
な

ど
で
情
報
を
共
有
化
し
、
年
２
回
の
縁
結
び

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
今
ま
で

３
組
の
成
婚
実
績
を
上
げ
て
い
る
。 

 

縁
結
び
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
の
年
齢
構
成

と
し
て
は
、
女
性
参
加
者
の
方
が
高
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。 

課
題
と
し
て
、
男
性
参
加
者
の
積
極
性
、

身
だ
し
な
み
や
会
話
術
の
欠
如
、
カ
ッ
プ
ル

成
立
後
、
女
性
に
対
し
て
の
対
応
が
不
十
分

な
事
を
上
げ
て
い
た
。 

 

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
女
性
希
望

登
録
者
の
増
加
の
た
め
広
報
等
周
知
の
強
化
、

男
性
希
望
登
録
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
マ
ナ

ー
講
習
や
イ
ベ
ン
ト
事
前
セ
ミ
ナ
ー
講
習
の

開
催
、
イ
ベ
ン
ト
が
苦
手
な
希
望
登
録
者
へ

の
個
別
マ
ッ
チ
ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ン
ネ

リ
化
解
消
な
ど
実
施
後
の
反
省
・
改
善
点
の

再
考
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。 

           

※
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
著
作
権
は
由
仁
町
に
帰

属
し
て
お
り
、
許
可
を
得
て
使
用
し
て
い

ま
す
。 

 

２
０
０
０
万
控
除 

 

農
地
を
譲
渡
し
た
際
の
税
控
除
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
１
５
０
０
万
円
控
除
（
農
業
公
社

に
買
入
要
請
）
と
８
０
０
万
円
控
除
（
基
盤

強
化
法
）
が
あ
る
が
、
新
た
に
２
０
０
０
万

控
除
の
制
度
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
、
本
別

町
に
お
い
て
も
利
用
が
可
能
で
あ
る
か
を
学

ん
だ
研
修
で
あ
っ
た
。 

 

導
入
に
つ
い
て
は
課
題
も
多
く
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
は
未
定
で
あ

る
。 

北 海 道 大 学 大 学 院 

准教授 岡本 博史氏 

農

業

委

員

会

活

動

報

告 

由 仁 町 Ｐ Ｒ ポ ス タ ー 

画：杉基イクラ（漫画家、由仁町出身） 

※ 



日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド 

苫
小
牧
デ
ポ
視
察 

 

日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
で
取
り
扱
う
ト

ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
農
作
業
機
は
全
て

一
度
、
苫
小
牧
デ
ポ
に
搬
入
し
日
本
の
法

律
に
合
う
よ
う
に
点
検
、
整
備
を
行
う
拠

点
で
あ
る
。 

 

ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
純
正
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
収
穫
デ
ー
タ
の
収

集
か
ら
デ
ー
タ
管
理
や
可
変
施
肥
の
技
術

ま
で
、
一
連
の
精
密
農
業
の
提
案
も
行
っ

て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
省
力
化
、
大
規
模

化
を
補
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
、
農
業
機

械
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
化
を
取
り
入
れ
て
い
く
事
も

必
要
と
感
じ
た
。 

             

④
市
町
村
農
委
活
動
研
修
会 

令
和
２
年
１
月
21
日
、
札
幌
市
に
お
い

て
北
海
道
農
業
会
議
主
催
に
よ
る
「
市
町

村
農
業
委
員
会
活
動
強
化
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
全
道
よ
り
５
０
０
人
以
上
の
委

員
・
関
係
者
が
参
加
し
た
。 

       

 

弘
前
大
学
助
教
の
正
木
卓
氏
よ
り
基
調

講
演
が
あ
り
、
農
家
戸
数
、
耕
作
面
積
、

借
地
面
積
等
の
動
向
や
農
業
就
業
人
口
の

減
少
、
高
齢
化
等
に
よ
る
要
因
に
よ
り
、

益
々
規
模
拡
大
化
が
進
む
。 

今
後
の
大
規
模
経
営
の
後
継
者
問
題
を

考
慮
す
る
場
合
、
少
数
の
大
規
模
農
家
の

み
の
存
在
は
地
域
農
業
の
存
続
の
観
点
よ

り
好
ま
し
く
な
く
、
家
族
経
営
か
ら
大
規

模
な
法
人
経
営
等
多
様
な
担
い
手
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
提
唱
が
あ
っ
た
。 

場
合
に
よ
っ
て
は
中
小
規
模
農
家
に
優

先
的
に
耕
地
を
配
分
し
、
中
農
層
を
育
成

し
、
そ
れ
が
後
継
者
の
育
成
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。 

 

事
例
報
告
は
、
株
式
会
社
ａ
ｔ 

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｌ
代
表
取
締
役
堀
田
悠
希
氏
よ
り

「
地
域
を
巻
き
込
み
地
域
を
発
信
し
て
い

く
～
道
の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
を
通
じ
て
」

を
テ
ー
マ
に
笑
い
を
交
え
な
が
ら
報
告
が

あ
っ
た
。 

 
  

       

Ｊ
Ａ
中
札
内
退
職
後
、
士
幌
の
農
家
へ

嫁
ぎ
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
り

「
十
勝
若
手
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
と
暮
ら
し
の
委
員
会
」
を
設
立
。 

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

た
道
の
駅
の
経
営
難
問
題
の
時
は
、
自
ら

会
社
を
立
ち
上
げ
民
間
受
託
企
業
と
し
て

「
町
民
が
造
る
、
町
民
の
た
め
の
道
の
駅

ピ
ア
21
し
ほ
ろ
」
を
ポ
リ
シ
ー
に
、
道
の

駅
の
経
営
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
、
売

り
先
開
拓
を
進
め
た
。
家
業
の
畑
作
業
も

こ
な
し
、
睡
眠
時
間
も
惜
し
ん
で
活
躍
し

た
と
の
こ
と
。 

新
規
オ
ー
プ
ン
時
は
１
日
８
０
０
０
人

の
来
場
、
施
設
内
食
堂
１
時
間
待
ち
、
カ

フ
ェ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
10
分
で
完
売
と

大
盛
況
だ
っ
た
反
面
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ

ニ
ュ
ー
の
不
足
、
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
が
ま

ま
な
ら
な
い
、
食
器
が
足
り
な
い
、
商
品

が
な
い
、
人
手
不
足
で
ス
タ
ッ
フ
が
倒
れ

て
い
く
等
課
題
も
あ
り
、
町
民
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
も
絶
え
な
か
っ
た
等
苦
労
話
も
。 

 

ス
タ
ッ
フ
を
大
事
に
し
て
、
地
元
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
追
及
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
新
し
い
士
幌
町
の
町
づ
く
り
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
熱
く
語
ら
れ
た
。 

   

⑤
全
道
農
業
者
年
金
研
究
会 

「
老
後
に
備
え
る
生
活
設
計
と 

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」 

 

令
和
元
年
度
の
全
道
農
業
者
年
金
研
究

会
が
１
月
22
日
、
全
道
か
ら
約
５
０
０
人

の
農
業
委
員
が
参
加
し
て
札
幌
で
開
催
さ

れ
た
。 

 

講
演
で
は
、「
老
後
に
備
え
る
生
活
設
計

と
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」
と
題
し
て
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
須
藤
臣（
と
み
）

氏
か
ら
、
農
業
者
年
金
の
優
位
性
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。 

 

須
藤
氏
の
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
話
は
受

講
者
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま

で
研
修
を
受
け
る
事
が
で
き
た
。 

日本ニューホランド苫小牧デポにて 

㈱ a t  L o c a l 

代表取締役 堀田悠希氏 

 

弘 前 大 学 

助教 正木 卓氏 



と思った時の

農地法3条での売買、貸借となります。 基盤強化促進法での売買、貸借ができます。

農地を貸そう、売ろう！ お役立ちﾌﾛｰﾁｬｰﾄ

農地を貸したい。売りたいなぁ

…と思ったら、まずは
農業委員会に相談

売買、貸借の方法を選択

○売りたい人、貸したい人は決まっている

○価格は自分で決めたい など

○誰に売ってもかまわない

○適正な価格でおまかせしたい などた

相対での取引になるので買い手、受け手、売買、

賃貸価格等を双方で自由に設定できます。

○売買に関しては、出し手の譲渡所得税の控除等

は ありませんので、売買価格の２０％程度の税

金が掛かります。

○受け手の諸税の軽減もありません。

○申請書の作成や所有権移転登記など、全て本人

が行います。

行政書士に依頼することが出来ます。（有料）

総会にかけたい月の前月末までに提出してくださ

い。総会で審議後、許可書が交付されます。

売買価格、貸借価格、および「受け手」の決定を農業委

員会にゆだねます。

○売買に関して出し手の所有権移転登記費用がかからな

い。

○出し手は譲渡所得から800万円の特別控除を受けること

ができます。

○受け手も低利な制度資金、スーパーＬ資金が使える

○登記に係る登録免許税が軽減される

(評価額の20/1000→8/1000）

○不動産取得税が軽減される。（評価額の1/3）

（測量・分筆があった場合の経費は別途）

○貸借に関しては、貸借期間を決めるため、解約、更新が

スムーズ。

○契約書の作成、移転登記等は農業委員会が行います。

売買の流れ

出し手が申出書を提出する現地調査をして価格設定
利用調整マニュアルに従って売買価格を決定します。

（右ページの土地評価表様式参考）

受け手が申出書を提出する

利用調整委員会で売買が決まらなかった場合、その場

の参加者と協議して決定する場合もあります。農地取

得の意欲があれば、優先順位は気にせず申し出を！

対象農地の地域の農業委員（アドバイザー）から

農地情報が発信される

申出者全員で集合し、売買の決定をします。

①出し手に価格の提示

②受け手に順位を発表し、上位から順に価格の提示

双方の合意が得られなければ不成立で終了

☆ 受け手の優先順位 ☆

① 地区内の認定農業者

地区内外の基盤強化法賃借者

② 地区外の隣接耕作認定農業者

③ 地区外の認定農業者

以上を基準に、様々な条件を考慮して決定します。
を利用する？右ページ

農地利用調整委員会の開催

農地利用調整委員会を組織

農業委員会での手続きは、ここで終了です。

売買・贈与の場合は法務局で所有権移転登記を

する時に許可書の添付が必要となります。

出し手、受け手の双方が価格面で合意をすれば、

『農地保有合理化事業』の利用の有無を確認します。

これがいわゆる『公社につなぐ』事業です。

☆原則、最終全地処分の一度だけ利用できる。

☆出し手は農業公社に売る。

受け手は公社から5年間賃借した後、買い受ける。

☆賃借料は売買価格の2％（年間）。

☆出し手は譲渡所得から1,500万円の控除。

☆出し手は売買価格の約2.2％（消費税込）の手数料を公社

へ支払う。

利用するか否かも双方が合意の上で決定します。

出し手はまとまった農地を売る際に有利です。

受け手は賃借料の安い5年間で経営を安定させた後に計画

的な買い受けをすることができます。

を利用する



農地の売買・賃貸を相対で行わず、受け手の選択や金額を農業委員会に委任する方法があります。

その業務の中で、農業委員は「アドバイザー」「利用調整委員」という役割を担います。

それぞれの役割で、実際にどのような業務が行われているのか紹介します。

アドバイザーの業務

申出があった農地のある地域の農業委員がアドバイザーになります。※例外有

利用調整委員と地域のパイプ役

★ 受け手を探す

・「農地情報」を地域に回覧します。

・適格者への声かけや、必要に応じて地域で集会を開き説明などをします。

・農地についての質問などに答えます。

★ 農地の状況を調査

・利用調整委員に説明できるよう、所有者、利用者、地域の農業者から

聞きとりなどを行います。

○確認する項目の例：

作業道の確保状況、農地の境界、年間を通しての生産性や排水性、

過去の基盤整備の状況、水道・ガレキなどの埋設物の有無、その他

評価の参考になる事例

利用調整委員の業務

３人以上の農業委員で利用調整班を構成し、申出があった順に担当します。※例外有

最適な相手に適正価格で

★ 農地の評価

・実際に農地に入り、アドバイザーから意見を聴取しながら「土地評価

表」に基づき評価、適正な価格を算出します。

○評価項目の例：

土質、表土の厚さ、排水性、形状、れき、傾斜、作業道の有無、災

害の有無、面積、日照など

★ 受け手の選定

・受け手の希望者が複数の場合、様々な条件を考慮して優先順位を決定

します。

★ 地域と利用調整委員との橋渡し

・出し手からの要望や地域からの声を利用調整委員に伝えます。

調整がスムーズ

に進むように調

査します。わか

らない事があれ

ばアドバイザー

へ！

★ 利用調整委員会の開催

・出し手と受け手希望者を招集し、調整結果の提示と意向の確認を行う

「利用調整委員会」を開催します。

・出し手と受け手、双方の合意が得られれば契約を行います。

どの班が担当し

てもほぼ同じ結

果が出るシステ

ムを採用し、適

正価格の提示に

努めます！

より実態に即した農地の状況を調査するため、当事者はもちろん近隣の

方にお話しを伺うことがありますので、ご協力をお願いします。



     

民
泊
受
け
入
れ
農
家
と
な
っ
て 

奥
仙
美
里 

山
田 

香
織 

        

  

 

我
が
家
が
高
校
生
の
民
泊
受
け
入
れ
農

家
と
な
っ
て
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま

す
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
す
で
に
受
け

入
れ
を
し
て
い
た
ご
近
所
さ
ん
の
お
話
し

を
直
に
聞
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。
素
直
に

「
う
ち
も
や
っ
て
み
た
い
な
ぁ
ー
。」
と
思

っ
て
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

実
は
私
は
、
か
な
り
前
か
ら
北
海
道
の

フ
ァ
ン
で
し
て
、
縁
あ
っ
て
東
京
か
ら
本

別
町
へ
嫁
に
来
ま
し
た
。
な
の
で
、
都
会

か
ら
来
る
子
達
が
北
海
道
の
農
家
に
来
て
、

何
に
感
動
す
る
か
、
何
を
し
て
み
た
い
の 

 

     

か
、
何
を
見
て
み
た
い
の
か･･････

な
ど

は
私
自
身
が
良
く
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

自
分
が
日
々
、
こ
こ
で
暮
ら
し
な
が
ら
受

け
て
い
る
発
見
や
感
動
を
、
来
て
く
れ
た

高
校
生
の
子
達
に
「
さ
あ
！
ど
う
だ
！
」

と
い
う
気
持
ち
で
毎
回
受
け
入
れ
を
し
て

い
る
次
第
で
す
。 

 
や
っ
て
い
て
一
番
楽
し
い
の
は
、
こ
ち

ら
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
、
楽
し
げ
な
反

応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
。
基
本
、
我
が
家

は
酪
農
家
で
す
の
で
日
常
こ
な
し
て
い
る

仕
事
を
一
通
り
一
緒
に
や
っ
て
い
く
だ
け

な
の
で
す
が
、「
こ
れ
や
ら
せ
て
あ
げ
た
ら

絶
対
喜
ぶ
ぞ
～
」
と
か
「
絶
対
感
動
す
る 

ぞ
～
」
な
ど
な
ど
、
受
け
入
れ
農
家
た
る

も
の
色
々
な
技
と
趣
向
を
凝
ら
し
ま
す
。

そ
し
て
想
像
以
上
の
反
応
を
し
て
く
れ
る 

        

              

と
、本
当
に
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
そ
の
様
な
子
達

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
は
ず

の
民
泊
が
、
そ
の
子
達
に
と
っ
て
は
ま
る

で
罰
ゲ
ー
ム
み
た
い
に
な
っ
て
る
！？
み

た
い
な
残
念
な
一
泊
二
日
に
な
る
こ
と
だ

っ
て
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
仕
方
の

無
い
こ
と
で
、
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
良

い
ん
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
ベ
テ
ラ
ン
受

け
入
れ
農
家
の
域
に
達
し
て
、
よ
う
や
く

そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

 

今
年
も
ま
た
、
民
泊
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
受
け
入
れ
は
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
っ
き
り
言
っ
て

大
変
だ
し
面
倒
く
さ
い
で
す
。
こ
ん
な
こ 

 

 

と
書
い
た
ら
、
他
の
受
け
入
れ
農
家
さ
ん

に
怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
ほ
ん
と
の
こ
と

で
す
。
で
す
が
、
受
け
入
れ
が
始
ま
る
と

普
段
ボ
サ
ボ
サ
頭
の
私
も
主
人
も
、
多
少

身
だ
し
な
み
に
気
を
つ
か
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
化
粧
ま
で
始
ま
る
と
き
も
あ
り
ま

す
。
う
ち
の
子
供
達
「
お
に
い
ち
ゃ
ん
（
お

ね
え
ち
ゃ
ん
）
来
る
！？
」
と
目
が
キ
ラ
キ

ラ
し
は
じ
め
ま
す
。
そ
し
て
家
の
中
が
す

ご
く
き
れ
い
に
な
り
ま
す
（
一
瞬
）。
ピ
チ

ピ
チ
の
高
校
生
が
家
の
中
に
入
る
の
で
す

か
ら
当
然
で
す
。 

 

今
年
も
無
理
の
な
い
程
度
に
、
受
け
入

れ
頑
張
り
ま
す
！ 

 

元

気

な

女

性

の

雑

感 



 

編
集
後
記 

 

平
成
か
ら
令
和
へ
の
御
代
変

わ
り
が
慌
た
だ
し
い
中
に
も
無

事
に
終
わ
り
、
皆
様
に
は
気
持
ち

も
新
た
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。 

 

去
年
を
振
り
返
れ
ば
、
５
月
の

強
風
に
よ
る
砂
嵐
・
多
重
追
突
事

故
、
６
月
の
高
温
、
７
月
の
低
温
・

日
照
不
足
・
後
半
の
高
温
、
更
に

は
台
風
15
号
、
19
号
、
21
号
に

よ
る
東
日
本
を
中
心
と
し
た
風

水
害
と
、
自
然
の
猛
威
を
見
せ
付

け
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。
こ
れ
も

環
境
破
壊
・
地
球
温
暖
化
の
影
響

が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

最
終
合
意
に
至
っ
た
日
米
貿

易
協
定
に
よ
り
、
道
内
、
十
勝
農

業
に
ど
の
様
な
影
響
が
出
る
か

不
透
明
な
中
で
、
十
勝
農
業
は
史

上
最
高
の
稔
り
豊
か
な
収
穫
の

秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
事
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。 

 

30
年
に
一
度
、
50
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
災
害
が
毎
年
の
よ

う
に
襲
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
平
穏
な
一
年
に
な
る
事
を

願
う
ば
か
り
で
す
。 

広
報
委
員 

中
野 

康
夫 
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